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1学期末保護者会資料 

流山市立おおぐろの森中学校 

夏休みの生活について 

 

まもなく夏休みを迎えます。この期間は、生徒の興味・関心に基づき主体的に活動（教科について

の学習、読書、体験活動等）できる良い機会でもあります。毎日のお子さまの変化に気を配り、ご家

庭での指導と援助をしていただくことが大切です。本校でも、夏休みの生活について、学級・学年等

で助言しておりますが、保護者の皆様にも次のことを念頭に、ご家庭で活用いただければと思いま

す。生徒一人ひとりが健康安全に注意し、有意義で充実した毎日を過ごす事を願っております。 

  

＜学校で支援・助言していますので、ご家庭でも活用していただければと思います。＞ 

 

【学業・進路に関すること】 

１ 主体的な活動の促進  

長期休業日は、生徒の興味・関心に基づき主体的に活動（教科についての学習、読書、体験活動

等）できる良い機会です。 

 

２ 個に応じた学習指導 

  全校一律の宿題（課題）はありません。自らが日常の学業生活を振り返り、課題を設定し、その解決を

通じて自己教育力の向上を図りましょう。実情に応じて適切な個別対応を行います。 

 

【自律的生活及びマナーに関すること】 

１ 自律的な生活について 

（１） 生徒個々が、計画的に生活し、自らを律した生活を送れるように、心の天気を使って自己を

振り返りましょう。 

 

２ 家庭、地域の一員としての自覚を高める  

（１） 生徒が積極的に家族の一員としてかかわり、家族や地域の方との触れ合いを大切にしましょ

う。 

（２） 生徒一人ひとりが、社会の一員として、マナーや規範について改めて考え、身に付けられる

ようにしましょう。 

 

【生命尊重に関すること】 

１ いじめ、暴力行為等に対する適切な行動  

（１） おおぐろの森中学校のいじめ防止基本方針は学校ホームページに掲載しています。また、い

じめ、暴力等の被害にあった場合は、問題が深刻化する前に、躊躇することなく周囲の人に相

談し、援助を求めましょう。  

（２） いじめやセクシュアルハラスメント（性的嫌がらせ。以下「セクハラ」という。）等に対応 

する教育相談窓口やセクハラ相談窓口に、勇気を出して相談しましょう。また、学校内の相談

窓口（スクールカウンセラーやセクハラ相談員）だけではなく、学校外の相談窓口についても

伝えています。 



★ 参考  

〇「子どもと親のサポートセンター電話相談窓口」  

（http://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/soudan/ijime.html）  

「千葉県ホームページ」→「相談・問い合わせ」→「相談・問い合わせ窓口」→ 

「窓口案内（教育・文化・スポーツ）」→「総合案内（教育・健全育成）」  

 

２ 自殺の予防  

（１）「かけがえのない生命を絶つことは絶対にあってはならない」ということであり、自殺の予防

に努めるとともに、自他の生命を大切にすること。 

１８歳以下の自殺は、長期休業明けにかけて急増する傾向があることを踏まえ、悩みを抱える生徒

の早期発見に努めてまいります。ご家庭でも、お子さまの変化に気を配り、援助をしてください。 

 

 ＜ゲートキーパーについて＞ 

「ゲートキーパー」とは、自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づ 

き、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を図ることができる人のことで、言わ

ば「命の門番」とも位置付けられる人のことです。 

自殺対策では、一人で悩んでいる人に寄り添い、関わりを通して「孤独・孤立」を防ぎ、支援する

ことが重要です。一人でも多くの方に、ゲートキーパーとしての意識を持っていただき、専門性の

有無にかかわらず、それぞれの立場でできることから進んで行動を起こしていくことが自殺対策に

つながります。 

 

 

【交通安全に関すること】 

１ 安全意識の高揚、マナーの向上  

（１） 交通安全に関するマナーを身に付け、交通事故防止につとめましょう。 

（２） 自転車乗車時については、警察庁ホームページ「自転車は『車のなかま』」を参考に、自転

車は｢車両｣であることや、「自転車安全利用五則」（「１．車道が原則 左側を通行、歩道は例

外 歩行者を優先」、「２．交差点では信号と一時停止を守って、安全確認」、「３．夜間はラ

イトを点灯」、「４．飲酒運転は禁止」、「５．ヘルメットを着用」） を守りましょう。 

（３） 歩行時において、横断歩道を渡る際には、青信号であっても車が停止していることを十分確 

認するようにする。また、飛び出しや車の直前直後の横断等による事故が多く発生しているこ 

とや、電車やバスを利用する際には、リュックや大きな荷物は、棚に置くか体の前で抱えて持

つなど、安全や公共の場におけるマナーについても考えて行動しましょう。 

（４） 令和５年４月１日から全ての自転車利用者に乗車用ヘルメットの着用が努力義務になりまし

た。また、自転車損害賠償保険等の加入については、令和４年７月１日より、義務化されてい

ます。（利用者が未成年の場合は保護者が加入） 

 

・夏の交通安全運動について 

   令和６年７月１０日（水）～１９日（金） 

＜スローガン＞～身につけよう 交通ルールと ヘルメット～（千葉県交通安全対策推進委員会） 

 

 



【健康の保持増進及び体力の向上に関すること】 

１ 規則正しい生活と疾病の予防について 

（１） 規則正しい生活を送り、適度な運動を行い、１日３食バランス良く食事をとるなど、自ら積 

極的に健康の保持増進及び体力の向上に努めましょう。 

 

２ 疾病の治療について  

疾病のある場合は、この休みを利用して治療し、治癒報告（用紙は各検診後すぐに該当生徒へ配

付済）を担任まで提出してください。 

 

【生徒の安全確保及び危険防止に関すること】 

１ 事故防止及び不審者対応について  

（１） 学校外における生徒の安全確保及び不審者による被害を防止するため、身の危険を感じるよ 

うな場合は、直ちに警察（１１０番）に連絡するとともに、「子ども１１０番の家」の活用 

や、付近の人たちに保護を求めるよう助言しています。  

 

２ 情報モラル教育について  

（１） 千葉県では、青少年ネット被害防止対策事業（ネットパトロール）を実施しています。 

ＳＮＳやプロフィールサイト、ブログ、ネット掲示板は、ネットいじめ、非行、犯罪 被害等の 

温床ともなり、生徒が被害者にも加害者にもなり得る状況を生み出しています。現状として、

自分や他者の個人情報を掲載したり、飲酒喫煙等の違法行為を自分で掲載したりするケースも 

見られます。こうしたことをきっかけとして、事件等に巻き込まれることのないように助言し 

ています。 

（２） インターネット等の使い方を誤ると大きな危険が生じます。生徒がサイバー犯罪の被害者に

も加害者にもならないよう、フィルタリング等を積極的に活用してください。 

 

３ 性的な被害防止について 

（１） 児童ポルノの被害者となるケースとして、ファッション雑誌の取材と称して写真撮影をさせ 

た画像が風俗雑誌に掲載された、自分の裸を自画撮りした画像を送信させられた、出会い系サ 

イトで出会った男性に淫行され写真を撮られたなどがあります。画像データは半永久的に広ま

る可能性もあることから、安易に被写体とならない、掲示板等に第三者から個人を特定される

ような情報は書き込まないよう助言しています。  

（２） スマートフォンの急速な普及やインターネットの利用の低年齢化に伴い、生徒が自画撮り被 

害や盗撮被害にあうケースが出てきています。生徒間で裸の写真等を求めることは、条例に抵 

触する可能性も高くなります。 

 

４ 旅行等に伴う事故や水難事故の防止について  

（１） 生徒の個人的な旅行、キャンプその他の野外活動については、経験の程度や体力を考え、綿 

密な計画と周到な準備をするよう指導するとともに、保護者の方が同伴するようお願いしま 

す。  

（２） 水泳、海水浴等における事故防止については、以下のことに留意してください。  

① 水泳、海水浴等における事故防止のために、保護者が生徒の健康状態について的確に把握 

してください。 



② 遊泳場の施設の状況、水温、気温、潮流、潮の干満時刻等、遊泳条件を確認し、生徒の泳 

力に応じて、無理をすることがないようお願いします。  

③ 遊泳具については、使い方を誤ると事故を起こす原因となるため、使用に際しては十分な 

注意を払いましょう。 

④ 海、河川、湖沼池等での水泳等については、以下の点に留意してください。  

ア  海、河川、湖沼池、用水堀での水遊び等については、安全教育を行うとともに、事故防 

止に努めてください。  

イ 地震による津波、上流の豪雨やゲリラ豪雨のため、河川の水位が急激に上昇することが 

あることを十分理解し、これらの場合の対応を確認してください。  

ウ 水遊び等については保護者等が付添い、発達に応じた安全対策を講じるようお願いしま 

す。  

（３） 落雷による事故が発生しやすい季節であるため、その危険性を十分に認識させるとともに、 

屋外での部活動や山や川での校外活動等がある場合は、天気予報に十分注意し、落雷の恐れが 

ある場合は無理をせず、活動を中止したり、速やかに避難したりするようお願いします。 

 

【問題行動の防止に関すること】 

（１） 生徒の交友関係及び遊興場等への出入りや、不良交遊、不健全娯楽、窃盗、暴力行為等の防

止について、細心の注意を払いましょう。 

（２） 大麻、覚せい剤、麻薬（ＭＤＭＡ等）、危険ドラッグ、シンナー等の薬物乱用については、 

その有害性、危険性等について正しく理解させましょう。 

 

３ 深夜外出、外泊について  

（１） 児童生徒（１８歳未満の青少年）の深夜外出は、千葉県青少年健全育成条例第２３条によ 

り、午後１１時から翌日午前４時まで制限されています。また、一部のゲームセンター等は、 

風俗営業施行条例第１２条により、１６歳未満の児童生徒は 保護者の同伴を伴う場合を除き、 

午後６時以降の立入りが制限されています。（同伴の場合は２２時まで） 

（２） 外出する時は行先を明らかにし、早めの帰宅をこころがけましょう。 

その他  

（１） 事故が起きたり、見たり、聞いたり、気になることがありましたら、速やかに警察や学校、

教育委員会までご連絡ください。 

★流山警察署              ０４－７１５９－０１１０ 

  ★おおぐろの森中学校          ０４－７１７８－６３７０  

月～金 8:30～16：00（祝日、学校閉庁日期間８/７～８/１８は除く） 

      ★流山市教育委員会学校教育課（８/７～８/１８） ０４－７１５０－６１０４ 

    ※相談窓口 

★流山市小中学生専用なやみホットライン ０４－７１５０－８０５５ 

hotline@city.nagareyama.chiba.jp 

★２４時間子どもＳＯＳダイヤル     ０１２０－０－７８３１０ 

★子どもの人権１１０番（全国共通）   ０１２０－００７－１１０ 

★千葉いのちの電話           ０４３－２２７－３９００ 

★チャイルドライン千葉         ０１２０－９９－７７７７ 

★子どもと親のサポートセンター     ０１２０－４１５－４４６ 



１学期の学習の様子＆夏休みの学習のポイント 

教科 １学期の学習の様子 夏休みの学習について 自由課題 

国語 

詩や小説、説明文の学習を

行いました。小説を登場人物

の心情の変化に着目して読

む活動や説明文を比較して

読む活動を通して、理解を深

めることができました。 

【良い文章・良い言葉にたくさん

触れよう】 

夏休みは、普段の学習に加え、

様々な本や文章に触れましょう。

また、読書感想文にもぜひ挑戦

してみてください。 

・読書感想文 

数学 

文字式の計算、連立方程式、

１次関数の学習を行いまし

た。これらの学習は、今後も

大変重要になってきます。自

分の考えを、まずは文章化す

ることこだわってきました。 

【２学期、良いスタートを切れる

よう頑張ろう】 

２学期の初めの授業で、３章の

確認を行います。１学期に学ん

だ基礎基本を定着させましょう。 

  

理科 

観察・実験を通して、科学的

な視点から結果を分析し、論

理的に考察する活動を行い

ました。個人の実験結果だけ

でなく、多くのデータと意見を

共有することで、多角的に物

事を判断する力を育成しま

す。生徒たちは活動中に班の

仲間と会話を交え、真剣な眼

差しで実験に取り組むことが

できました。 

【自由研究にチャレンジ！】 

理科の授業や身のまわりの自然

にもとづいた研究に取り組んで

みましょう。 

①科学論文の部 or ②工夫工

作の部 

「〇〇なのはなぜ？」といった身

のまわりの不思議や、「こんな道

具あったら便利だな」などのナイ

スアイディアを大募集！ 

【自由研究】 

・科学論文 
・工夫工作 

社会 

地理的分野では日本の諸地

域、歴史的分野ではヨーロッ

パ人との出会いから江戸幕

府の成立・対外政策について

学習しました。教科書や資料

から読み取ったことをもとに

自分の意見を考え、班で話し

合ったり意見をまとめたりす

るなど、協力しながら学習を

進めました。 

【知識の習得→結びつける】 

まずはワークなどを利用し、基礎

的な知識の習得を目指しましょ

う。その後、 

・太字の語句を自分で説明して 

みる 

・教科書見開き１ページを短く要 

約してみる 

・ノートに年表を書き、出来事を 

書き込んだり、関連するものを結 

びつけたりするなど、知識を結び 

つける活動に取り組んでみると、 

理解が深まります。インプットし 

た知識の、アウトプットに取り組

みましょう！ 

 

英語 

未来表現、新しい文型、接続

詞を学習し、表現のバリエー

ションを豊かにしました。授業

内の活動を通して楽しみなが

ら学習を進めることができま

した。 

【スペリングコンテスト１００を行

います】 

夏休み明けの授業で１学期に学

習した単語の確認を行います。

読めるだけでなく書くことができ

るように準備をしましょう。 

 



体育 

新体力テスト・集団行動・陸
上競技・バレーボール・マット
運動・水泳に取り組みまし
た。仲間と協力して声をかけ
あいながら活動していまし
た。２学期は体育祭に向けた
ダンスや、武道の授業が始ま
ります。 

食事・睡眠・運動、調和のとれた
生活を送り、夏の暑さに負けな
い体をつくりましょう！涼しい時
間に積極的に体を動かしましょ
う！ 

 

技･家 

・技術科では、エネルギーに
ついて勉強し、実習でははん
だ付けを行いました。 
・家庭科では、中学生の食生
活や栄養について学習しまし
た。またキュウリの切り方テス
ト・わかめとキュウリの三杯
酢、和風ホットケーキ、わくわ
くドキドキミルク教室、着色料
についても実習し、体験しま
した。 

・夏休み明けにラジオを完成さ
せたいと思います。その後は
toio を用いたプログラミングを
行います。楽しみにしていてくだ
さい。 
・夏休みは、暑さに負けず、健康
的に過ごしてほしいと思います。
学習したことをもとに、自分の昼
食づくりにチャレンジすることも
おすすめしたいです。 

 

美術 

絵画作品における遠近法を
学びました。そして、遠近法を
意識して、おおぐろ中の建物
を写真に撮り、その写真を基
に、自分のイメージの中のお
おぐろ中を絵に表しました。 

・ポスターの募集があります。興
味のある人は募集一覧を見て取
り組んでみてください。（応募票
を貼って９月１日美術室提出） 
・２学期にオリジナルのイス（模
型）を作ります。世の中には、か
っこいい、おもしろい、すてきな椅
子がたくさんあります。夏休みに
いろいろな場所で是非、イス（素
材・色・形・何人掛け）に注目し
てみてください！ 

・ポスター 

音楽 

「フーガ  ト短調・夏の思い

出・夢の世界を」では、旋律

の重なり合っていく面白さを

味わい、情景を思い浮かべな

がら言葉を大切にし、拍の流

れにのり合唱することができ

ました。 

2学期は、合唱コンクールがあり

ます。楽譜に書かれている音楽

記号など確認しおきましょう。 そ

して、歌詞をよく読み、旋律や強

弱などの特徴を捉え音源を聴く

と良いです。 

  

 

①ミライシードの「ドリルパーク」 

 小学校１年生～中学校３年生の９年間分、合計７万問の問題集です。国語・数学・理科・社会・英語の

５教科で作られています。主に「ベーシックドリル」と「パワーアップドリル」からなり、教科書の内容

に沿った多くの問題があり、すべてタブレット上で取り組むことができます。また、“AI”という機能があ

り、自分の苦手な問題を自動で分析して、解き直せるしくみがあることも優れている点です。自分の進度

に合わせて、「ベーシック」か「パワーアップ」を選んだり、あるいは苦手な分野を選んで学習を進める

ことができます。また、小学校の内容まで選び、その分野だけ巻き戻して取り組むことができるので、学

年にではなく内容で考えて、少しでも戸惑う問題があればわかるところまで戻って演習してみましょう。 

そして、もう一つの利点として、その進度を学校でも確認することができます。何か困ったら、その問

題を共有しながら進めることができますので、いつでも相談しやすいと思います。 

 

②ミライシードの「学習探検ナビ」 

中学１年生～中学３年生の学年別に、国語・数学・理科・社会・英語・技家・保体・情報モラルの教科の

学習を、自分の関心に沿って進めることができます。授業のように動画を見て解答していく「デジタル」

という形式、問題集である PDF で作られている「プリント」があります。「プリント」は、自分のノー

トを作って取り組んでいくのも一つの方法です。また、２００６年～２０１６年までの全国の公立高校の

入試問題も「プリント」形式で、分野別に作られていてやりやすいポイントだと思います。 



２学年 学力総合テスト 試験範囲表                     9 月４日実施 
 

国 語 数 学  英 語  社 会 理 科 
〇聞き取り 

 

〇説明的文章の読解 

 

〇文学的文章の読解 

 

〇古典の鑑賞（古文） 

 

〇漢字の読み方と書き方 

 

〇文法 

 

〇その他１年生の復習問題 

〇式の計算と文字式の利用 

 

〇連立方程式とその利用 

 

〇その他復習問題 

〇リスニング 

 

〇be 動詞の文（過去形を含む） 

 

〇一般動詞の文 

（過去形を含む） 

〇過去進行形 

 

〇未来表現 

（will,be going to～） 

 

〇接続詞（when,if,that） 

 

〇内容の読解 

 

〇その他１年生の復習問題 

〇日本の自然環境 

 

〇人口から見た日本の特色 

 

〇日本の資源・エネルギーと産

業 

 

〇ヨーロッパ人との出会いと全

国統一 

 

〇江戸幕府の成立と鎖国 

〇音の性質 

 

〇力のはたらき 

 

〇火山 

 

〇地震 

 

〇地層 

 

〇物質の成分と分解 

 

〇物質をつくっているもの 

 

〇いろいろな化学変化① 

 

〇いろいろな化学変化② 

 

〇化学変化と物質の質量 



２学期 始業式について 

 
 

１．日時 令和６年 ９月 ２日（月） 

 

 

２．時程  ８：１５        昇降口開錠   

      ８：３０        出席確認 

      ８：３０～ ８：４０ SHR 

      ８：４５～      移動 

 

 

      ８：５５～ ９：１０ 始業式   ・開式の言葉 

                       ・校歌斉唱 

                       ・校長先生の話 

                       ・閉式の言葉 

                       ・生徒指導主任の話 

 

 

      ９：２０～１０：００ 学活（自由課題等の提出物回収、教科連絡など） 

 

     １０：１５～１２：００ 部活動 

 


